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2019年度「岡理GAP」活動支援について
（趣旨）
学生の課題発見・探求能力、実行力等の「社会人基礎力」や「基礎的汎用的能力」などの社会人として必要な能力を有する人材育成をするためにはギャップイヤーの活用が効果的であるといわれています。本学においても4学期制に変更することで、留年することなくギャップイヤーを容易に活用することが可能になりました。そこで本学におけるギャップイヤー（岡理GAP）を「留年することなく長期学外学修プログラムが実施できる期間」と定義し、教育的効果が期待できる活動で、「岡理GAP」を活用した提案を優先的に採択して財政支援することにいたします。　

１．応募資格
応募資格は、岡山理科大学の大学院生を含む学生個人とし、活動終了後の大学生活においてその経験を活かした大学での学び・研究活動が期待できるものを対象とします。なお、一人の学生が支援を受けられる機会は1回限りとします（一度採択された場合は応募できません）応募は年2回実施します。「長期」の活動期間は原則2か月以上とします。
２．審査
審査は「岡理GAP」活動支援選考委員会の書類審査および面接審査を経て、学長が決定します。
３．課題ごとの補助額
　　上限は30万円
４．支援対象
活動拠点は国内外を問いませんが、特に国外の活動においては外務省の海外安全情報より情報を収集して、安全を確認して活動することが重要です。また、他の学生への波及効果が期待できる提案を重視いたします。
※海外活動の場合、所定の海外旅行保険に加入してもらうため、申請期間中の加入は控えてください。
【区分】
A：自由発想型　
学生が大学での学びや社会における自分自身の存在意義を再認識するために自由な発想で主体的に
学外学修活動をするもの。
B：研究体験型
研究活動に主眼を置き、学外での調査や大学・研究機関との研究協力を得ながら研究力を向上させる
もの。※指導教員及び受け入れ先との打ち合わせを十分行ってください。
５．応募から活動までの流れ　
①応募者は、下記のいずれかから申請書類一式を入手し、「活動計画書（様式1）」・「予算計画書（様式2）」を作成後、globalshien@office.ous.ac.jpに提出してください。書き方が分からない場合は、担当窓口にご相談ください。
・【ポータルサイト】共有スペース＞99_学生用 > 95_「岡理GAP」
・【担当窓口（岡山）】グローバル教育センター（C1号館4階）
・【担当窓口（今治）】教学学生支援室（管理棟1階）
※申請書類受理の返信メールを出しますので3日経過しても返信のない場合はglobalshien@office.ous.ac.jp
　に連絡してください。
　②書類審査の結果はメールにて通知いたします。
　③書類審査通過者は、「チューターおよび学科長の活動参加承諾書（様式3）」・「保証人の活動参加承諾書（様式4）」　
　　を受入先に関する資料を下記の担当窓口に提出してください。
・【担当窓口（岡山）】グローバル教育センター（C1号館4階）
・【担当窓口（今治）】教学学生支援室（管理棟1階）
④面接審査の結果はメールにて通知いたします。
⑤採択後に活動内容等に変更が生じた場合、globalshien@office.ous.ac.jpに変更申請の手続きを取る必要があり
ます。変更後の活動内容によっては、採択取り消しや返金手続きになる場合もありますのでご留意ください。
活動等に支障のない範囲で、原則2週間に1回、「活動レポート（様式5）」を写真とともに報告して頂きます。報告して頂いたレポートは、岡山理科大学ホームページ等に掲載することがあります。
　⑥帰国後2週間以内に、「活動報告書（様式6）」・「決算報告書（様式7）」・活動事の根拠資料（領収書等）を
globalshien@office.ous.ac.jpに提出してください。
その他、岡理GAPやグローバル人材の育成に資する行事等への参加を依頼することがあります。
なお、この活動結果を論文・学会等で発表される場合は、謝辞等に本補助事業を利用した旨の文章を記載してください。また、公表された論文は別刷（コピー可あるいはPDFファイル）等をglobalshien@office.ous.ac.jpに提出してください。
【参考例】
・This work was supported by Foundation for “Okari GAP”, Okayama University of Science.
・この研究は岡山理科大学の「岡理GAP」活動支援事業の助成によって行われました。
　　【スケジュール】
	項目
	1期
	2期

	①応募期間（様式1・2）
	2019年 5月6日～9日
	2019年10月7日～10日

	②書類審査
書類審査結果通知
	2019年5月中旬
	2019年10月中旬

	
	2019年5月14日（予定）
	2019年10月16日（予定）

	③追加資料提出（様式3・4他）
	2019年5月15日～20日
	2019年10月17日～21日

	④面接審査
面接審査結果通知
	2019年5月20日～24日
	2019年10月21日～25日

	
	2019年6月7日（予定）
	2019年11月8日（予定）

	⑤活動開始時期（様式5）
	2019年6月13日～11月19日
	2019年11月20日～2020年3月31日

	事前オリエンテーション
	採択後連絡

	事後オリエンテーション
	

	⑥報告書等提出（様式6・7）
	帰国後2週間以内


　　【予算計画書（様式2）」の参考例】 
	予算の明細

	旅費
	登録費等
	その他（消耗品）

	・交通費（航空券を含む）
・宿泊費
	・保険
・活動プログラム費　
	・活動で使用する物
（例：文具・通訳謝金等）


　　
※予算の明記を記載する際に、根拠資料が必要となります。また、日用品など補助対象にならないものもあります。詳細は、グローバル教育センターに問い合わせてください。
　　　【様式1】
「岡理GAP」活動計画書
2019年　月　日提出
申請者
	学生番号
	
	氏名
	

	連絡先（携帯）
	

	e-mail
	

	チューター・指導教員
	


活動計画
	区分
	□ 自由発想型　　　　□ 研究体験型

	活動期間
	20　　年　　月　　旬頃～ 20　　年　　月　　旬頃（　　　週間程度）

	課題名
	

	活動
場所
	住所
	

	
	目的地
	

	
	安全確認
	活動場所における安全上の問題を確認したか？　　 　　　　　　　　　□ はい
（海外での活動の場合）海外安全情報で危険度はレベル1以下か？　　　□ はい

	活動内容
	（どのような活動をして、そこからどのような知識や経験、技術の習得を目指すのかをこれまでの経験も踏まえて書いてください）







	活動日程
	







	活動後の目標
	（この活動で習得したものを、大学での学び・研究にどのように活かしていくのかを書いてください）






	計画変更
	計画を大幅に変更するときは至急連絡し、返金する場合もあることを理解しましたか　　　□はい


【様式2】
「岡理GAP」活動　予算計画書
2019年　　月　　日提出
学生番号：　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　
(金額単位:千円)

	補助金支出の明細（補助対象：旅費、活動計画に係る経費を記載）

	旅費
宿泊費
	登録・参加費等
	そ　の　他

	事　項
金　額
	金額
金　額
	事　項
	金　額
	事　項
	金　額

	
	
	
	
	
	

	合計
	
	合計
	
	合計
	


本申請以外に補助事業に申請している場合はその情報を記載してください．
別途補助事業に　（　□　応募している　　□応募していない　）
	補助事業名
	

	出資団体名
	

	補助額
	

	補助項目
	


	採択決定日
	


【様式3】
「岡理GAP」活動　チューターおよび学科長の活動参加承諾書
申請者
	学生番号
	
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　

	連絡先（携帯）
	

	e-mail
	


　　

	チェック項目
	チューターがチェック

	「岡理GAP」活動計画書（様式1）を読みましたか？
	□　はい

	学生から活動計画について説明を受けましたか？
	□　はい

	学生から予算計画について説明を受けましたか？
	□　はい

	学生からギャップイヤーの単位取得計画について説明を受けましたか？
	□　はい

	学生に進級もしくは留年の可能性について説明をしましたか？
	□　はい

	学生に週報の提出義務があることを説明しましたか？
	□　はい

	学生から安全情報に関して説明を受けましたか？
	□　はい

	チューターが保証人に上記全ての事を電話等で説明しましたか？
	□　はい



活動参加承諾理由（チューター）
	







チューター・指導教員
上記の内容を学生より説明を受け、活動に参加することを承諾いたします．
2019年　　月　　日


氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


学科長・専攻長
上記の内容を確認しました．
2019年　　月　　日

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

【様式4】
「岡理GAP」活動　保証人の活動参加承諾書
2019年　　月　　日提出

学生番号：　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　

	チェック項目
	保証人がチェック

	「岡理GAP」活動計画書（様式1）を読みましたか？ 
	□　はい

	本人から活動計画について説明を受けましたか？
	□　はい

	本人から活動する年度の単位取得計画について説明を受けましたか？
	□　はい

	予算計画および補助額（最高30万円）について説明を受けましたか？
	□　はい

	教員から進級もしくは留年の可能性について説明を受けましたか？
	□　はい

	本人から活動の安全確認について説明を受けましたか？
	□　はい



保証人
上記の内容を、本人より説明を受け活動に参加することを承諾いたします．
2019年　　月　　日

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印





【様式5 】
「岡理GAP」活動レポート
	活動報告の内容について（新しい発見や課題など活動を通じて感じたこと等、写真を交えて記載すること）

	







































【様式6】
「岡理GAP」活動報告書
	活動報告の内容とその評価

	①　実施内容（日付順にどのような活動をしたかを記載する）







②　今回の活動で得た知識・技術や経験とその評価







③　課題として残った内容







④　活動後の目標を達成するため、今後の学生生活をどのように活動するか、具体的に書いてください．









申請者
「岡理GAP」活動内容を報告会等でプレゼンテーションする依頼があれば積極的に協力させていただきます．
2019年　　月　　日

学生番号：　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　印　


【様式7】
「岡理GAP」決算報告書
20　　年　月　日提出

申請者：学生番号　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　印　

 (金額単位:円)
	補助金支出の明細（補助対象：旅費、活動計画に係る経費を記載）

	旅費
宿泊費
	登録・参加費等
	そ　の　他

	事　項
金　額
	金額
金　額
	事　項
	金　額
	事　項
	金　額

	
	
	
	
	
	

	合計
	
	合計
	
	合計
	




